
 
（様式１） 

 

福島県 飯舘村 

 

 

（基本方針） 

 村民の帰還や村の復興に必要となる道路、水道、集落排水等のインフラについて

は、早急に復旧をする。 

 施設の再開については、各施設をどのように維持していくのかということも含めて検

討を行い、施設再開に向けた復旧・維持管理を行う。 

 帰還困難区域である長泥地区については、特定復興再生拠点区域復興再生計画に

基づき、除染や生活環境の整備等を進める。 

 

 

（復旧の概況） 

 帰還困難区域を除き、道路・上下水道等の生活に必須となるインフラについては、概

ね復旧している。 

 医療福祉施設、役場、公民館、集会所などの住民の生活環境やコミュニティ復活に

係るインフラについては、これまで復旧工事等を行ってきており、概ね復旧している。 

 

事業計画 



インフラ復旧の工程表（福島県飯舘村）　 令和8年3月末現在

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月

河川

村内の河川 村・県
河川の点検・堆積土砂の撤
去等を実施

上水道

本管・給水管 村
【復旧済】
漏水調査を実施し、復旧
管路布設延長＝９０km

（帰還困難区域・拠点関連）
井戸等

村

原子力事故による汚染により
安全な飲料水が困難になった
ことから深井戸を整備し安心
安全な飲料水確保を行う

個人宅（希望者）に対して、意
向調査を行いつつ井戸掘削工
事を実施

工事実施予定者が辞退したた
め、工事は実施しなかった。ま
た、対象宅(希望者)に対して、
R8工事に係る意向調査を実施
した。

R8工事に係る希望者がいない
ため、対象宅(希望者)に対し
て、R9工事に係る意向調査を
実施。

下水道

農業集落排水
（草野地区）

村
管路及びマンホール布設部
の路面沈下
管路布設延長＝10㎞

農業集落排水
（飯樋地区）

村
管路及びマンホール布設部
の路面沈下
管路布設延長＝5㎞

（帰還困難区域・拠点関連）
合併浄化槽

村 詳細な被害状況は不明
帰還状況や住民の要望等に応
じて事業実施

合併浄化槽補助事業の周知を
実施した。

帰還状況や住民の要望等に応
じて事業実施

道路

村道
大火比曽線

村
【復旧済】
法面崩落、仮復旧
1カ所　L＝29m

村道
岩部線

村

【復旧済】
法面崩落、仮復旧
2カ所　L＝47m
（1工区L＝27m、2工区
L=20m）

村道
小滝大倉線

村
【復旧済】
落石通行止め、仮復旧

村道
小宮風兼線

村

【復旧済】
落石通行止め
2カ所　L＝350m
（1工区L＝200m、2工区
L=150m）

村道
佐須久保田線

村
【復旧済】
農地法面崩落通行止め
L=40m

村道
八和木荒屋敷線

村

【復旧済】
農地法面崩落の危険性
通行止め
L=50m

事業
整備
主体

被災/稼働状況
R７年度の目標
（R7.9.30公表）

R７年度に実施
したこと(成果）

R８年度に実施
すること（目標）

R８年度 R９年度 R１０年度

令和４年度完了

R11年度以降 備考・ポイント等

震災関連対応は完了済み。今後は堆
砂状況を見極めつつ、必要性を検討し
ながら継続的に維持管理として河道
掘削を実施する。

復旧完了

帰還意向を確認し、維持管理を適正
に行うことを前提に整備する

令和２年度完了

使用者が工事を随時実施している。被
災した浄化槽の入替にあたっては、国
県の補助を活用して浄化槽整備事業
を実施

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

様式２「工程表」

帰還状況により事業実施 帰還状況により事業実施 帰還状況により事業実施

R9工事に係る意向調査を実施 R10工事に係る意向調査を実施 R11工事に係る意向調査を実施



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R７年度の目標
（R7.9.30公表）

R７年度に実施
したこと(成果）

R８年度に実施
すること（目標）

R８年度 R９年度 R１０年度
R11年度以降 備考・ポイント等

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

（帰還困難区域・拠点関連）
村道

村
【復旧済】
3箇所

農地・農業用施設

田・水路 村
【復旧済】
田　崩落2カ所
水路　柵きょ倒れ1カ所

ため池 村
【復旧済】
堤体崩落、堤体亀裂、堤体
漏水　計7箇所

農道
野手神線

県
【復旧済】
橋梁部の段差及び橋梁下
部のブロック倒れ

（帰還困難区域・拠点関連）
環境再生事業

国 農地の造成工事を継続する。
農地の造成を継続するととも
に、モニタリングを実施した。

農地の造成を継続するととも
に、モニタリングを実施する。

文教施設・その他村営施設

相馬農業高等学校飯舘校 県
ボイラー配管損傷
体育館の窓枠歪み
和室棟屋根瓦損傷　等

飯樋小学校
校舎

村
【廃校】
雨漏り・床の剥離・内壁損
傷・外壁損傷

飯樋小学校
プール

村
【解体済】
プール際亀裂
地盤崩落、プール傾斜

飯樋小学校
進入路

村
【復旧済】
進入路L型擁壁亀裂・傾斜

飯樋小学校
体育館

村
【解体済】
体育館屋根下地板落下
雨漏りあり

草野小学校
校舎

村
【廃校】
給水設備漏水

草野小学校
体育館

村
【廃校】
外壁破損・床の破損

臼石小学校
校舎

村
【廃校】
雨漏り

臼石小学校
体育館

村
【廃校】
雨漏り

飯舘中学校 村

【復旧済】
時計塔破損
校舎内雨漏り
浄化槽の破損

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

完了（本校に統合され、土地・建物も村に払
い下げ）

復旧完了

復旧完了



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R７年度の目標
（R7.9.30公表）

R７年度に実施
したこと(成果）

R８年度に実施
すること（目標）

R８年度 R９年度 R１０年度
R11年度以降 備考・ポイント等

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

飯舘中学校
体育館

村
【復旧済】
体育館天井落下
復旧後雨漏り

飯樋幼稚園
園舎

村

【解体済】
屋根の破損
認定こども園の開園に伴い
廃園

草野幼稚園
園舎

村

【廃園】
屋根の破損
認定こども園の開園に伴い
廃園

認定こども園 村
【建設済】
幼稚園2園、保育所の統合
による新設

教員住宅 村
【復旧済】
サッシ枠、床等の歪み
給水設備水漏れ

学校給食センター 村
【建設済】
建替えを実施

生活改善センター 村
【復旧済】
地盤沈下、床面傾斜、構造
各部にひび割れ

柔剣道場 村
【解体済】
天井板落下、ガラス破損

 ふれあい交流館たてやま 村
【解体済】
サッシ枠、床等の歪み

大倉体育館 村
【復旧済】
窓枠歪み、雨漏りあり

スポーツ公園
管理棟

村
【復旧済】
地盤沈下、擁壁の倒れによ
る建物自体の傾斜

野球場 村

【復旧済】
バックネット裏応援席にコン
クリートの亀裂大、破損
L型擁壁傾斜

スポーツ公園
陸上競技場、テニスコート

村
【復旧済】
不等沈下による階段部コン
クリートに亀裂

宿泊体験館きこり 村

【復旧済】
壁天井、設備に被害
修復するも余震で再被害が
あり再修復

消防庁舎 村
【復旧済】
壁ひび割れ等

（帰還困難区域・拠点関連）
集会・交流・地域防災拠点
施設

村 －

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

復旧完了

令和４年度完了



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R７年度の目標
（R7.9.30公表）

R７年度に実施
したこと(成果）

R８年度に実施
すること（目標）

R８年度 R９年度 R１０年度
R11年度以降 備考・ポイント等

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

住宅

公営住宅大森１棟 村

【解体済】
建物全体として中央部が下
がっている状況となってい
る。

村営飯樋住宅２棟 村
【解体済】
法面側で不均一に地盤沈
下、基礎に亀裂

大谷地住宅 村
【建設済】
住宅・集会所を建設

除染

先行除染 国
草野東工区、継続事業所等
の
除染実施済み

面的除染 国

平成２４年５月
特別地域内除染実施計画策定
平成２５年１２月
特別地域内除染実施計画一部
改定
平成２８年12月
面的除染完了

フォローアップ除染 国
必要に応じて、除染のフォロー
アップを実施

必要に応じて、除染のフォローアップ
を実施する。

除染のフォローアップの実施無し。
必要に応じて、除染のフォローアップ
を実施する。

仮置場 国 除染仮置場（28ヶ所）
引き続き、除去土壌等の管理、
中間貯蔵施設等への輸送、原
状回復を実施する。

保管中の除去土壌等を中間貯
蔵施設へ輸送した（継続中）。
仮置場については原状回復を
実施し、9ヶ所返地した。

引き続き、除去土壌等の管理、
中間貯蔵施設等への輸送、原
状回復を実施する。

（帰還困難区域・拠点関連）
除染・廃棄物処理

国
計画に基づき、除染を実施。廃
棄物処理は完了。

災害廃棄物処理

対策地域内廃棄物処理 国
（仮設焼却施設）
稼働終了（小宮地区）
稼働終了（蕨平地区）

特定復興再生拠点区域（長泥地区）

（再掲）
上水道
井戸等

村 詳細な被害状況は不明
個人宅（希望者）に対して、意
向調査を行いつつ井戸掘削工
事を実施

個人宅（希望者）に対して、意
向調査を行いつつ井戸掘削工
事を実施した

個人宅（希望者）に対して、意
向調査を行いつつ井戸掘削工
事を実施

復旧完了

復旧完了

復旧完了

帰還意向を確認し、維持管理を適正
に行うことを前提に整備する

・帰還困難区域・拠点関連

設計 発注・工事 帰還意向により設計・工事を実施 帰還意向により設計・工事を実施

必要に応じて、除染のフォローアップを実施

除去土壌等の管理、中間貯蔵施設等への輸送、原状回復



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R７年度の目標
（R7.9.30公表）

R７年度に実施
したこと(成果）

R８年度に実施
すること（目標）

R８年度 R９年度 R１０年度
R11年度以降 備考・ポイント等

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

（再掲）
下水道
合併浄化槽

村 詳細な被害状況は不明
帰還状況や住民の要望等に応
じて事業実施

合併浄化槽補助事業の周知を
実施した。

帰還状況や住民の要望等に応
じて事業実施

（再掲）
道路
国道・県道・村道

国・県・村
詳細な被害状況は不明
※村道は復旧済み

（再掲）
農地・農業用施設
環境再生事業

国 農地の造成工事を継続する。
農地の造成を継続するととも
に、モニタリングを実施した。

農地の造成を継続するととも
に、モニタリングを実施する。

（再掲）
文教施設・その他村営施設
集会・交流・地域防災拠点
施設

村 －

（再掲）
除染・廃棄物処理

国
計画に基づき、除染・廃棄物処
理を実施

使用者が工事を随時実施している。被
災した浄化槽の入替にあたっては、国
県の補助を活用して浄化槽整備事業
を実施

令和４年度完了

計画の期間：令和5年5月31日まで
（令和5年春頃までの避難指示解除)
・必要に応じて、除染のフォローアップを実施。

帰還状況により事業実施 帰還状況により事業実施 帰還状況により事業実施



飯舘村のインフラ復旧状況（令和７年度末現在） ※帰還困難区域、特定復興再生拠点を除く 

工  種 復旧の状況 内 容 
（参考） 

事業完了時期 

道路 

(市町村管理) 
◎ （復旧済 6 箇所）／（被災 6 箇所）  

河川 

(市町村管理) 
◎ 点検・堆積土砂の撤去等を実施 （R3 年度） 

河川 

(県管理) 
◎ （復旧済 1 箇所）/（被災 1 箇所） （H26 年度） 

漁港  該当なし  

海岸  該当なし  

防災林  該当なし  

上水道 ◎ 軽微な漏水個所を修繕済み  

下水道（農業集

落排水） 
◎ 

[復旧済]農業集落排水の工事完了 

（復旧済 1 地区／被災 1 地区） 
R4 年 7 月 

農地・ 

農業用施設 
◎ 

[用水路]復旧済  

[ため池]復旧済  
 

公共施設 ◎ 

[復旧済]村庁舎、ふれ愛館（建替）、消防庁舎（建替）、

スポーツ公園、大倉体育館 

[解体済]ふれあい交流館たてやま、柔剣道場 

 

医療福祉施設 ◎ [復旧済]いいたてクリニック  

文教施設 
◎ 

[復旧済]義務教育学校を整備（飯舘中学校・草野・飯樋・

臼石小学校を統合） 

[建設済]認定こども園、給食センター 

 

▽ [未着手]相馬農業高等学校飯舘校 （未定） 

観光施設 ◎ [復旧済]宿泊体験館きこり  

住宅 ◎ 

[復旧済]村営住宅（50 戸） 

[建設済]災害公営住宅（61 戸） 

    福島再生賃貸住宅（15 戸） 

 

除染 ◎ [実施済] 面的除染が完了 H28 年 12 月 

廃棄物処理 ◎ 

・被災家屋等(1,460 件)の解体撤去工事を完了 

・仮設焼却施設（小宮） 解体撤去完了 

・仮設焼却施設（蕨平） 解体撤去完了 

  R2 年 7 月 

H30 年 3 月 

R3 年 2 月 

【凡例】◎：復旧済・機能回復済 、○：復旧中・建設中 、△：調査計画中、▽：未着手 、―：該当なし、被災なし  

様式３ 



飯舘村のインフラ復旧状況（令和７年度末現在） ※特定復興再生拠点 

工  種 復旧の状況 内 容 
（参考） 

事業完了時期 

道路 

(市町村管理) 
 該当なし  

河川 

(市町村管理) 
 該当なし  

河川 

(県管理) 
 該当なし  

漁港  該当なし  

海岸  該当なし  

防災林  該当なし  

上水道 ○ 住民の帰還意向に従って井戸掘削の設計・工事を実施 未定 

下水道（合併浄

化槽） 
○ 帰還状況や住民の要望等に応じて事業実施 未定 

農地・ 

農業用施設 
○ 詳細な被害の把握ができていない。 未定 

公共施設 ◎ [建設済] 集会・交流・地域防災拠点施設 R4 年度 

医療福祉施設  該当なし  

文教施設  該当なし  

観光施設  該当なし  

住宅  該当なし  

除染 
○ 

国 

村の特定復興再生拠点区域復興再生計画に基づき、除染

を実施し、 すでに避難指示が解除されたが、引き続き必

要に応じフォローアップ除染を行う。 

R５年度

（R5.5.1 解除） 

廃棄物処理 
○ 

国 

村の特定復興再生拠点区域復興再生計画に従って、廃棄

物処理を実施中 
未定 

【凡例】◎：復旧済・機能回復済 、○：復旧中・建設中 、△：調査計画中、▽：未着手 、―：該当なし、被災なし  

 

 

様式３ 



飯舘村のインフラ復旧状況（令和７年度末現在） ※帰還困難区域（特定復興再生拠点を除く） 

工  種 復旧の状況 内 容 
（参考） 

事業完了時期 

道路 

(市町村管理) 
◎ （復旧済 3 箇所）／（被災 3 箇所）  

河川 

(市町村管理) 
 該当なし  

河川 

(県管理) 
 該当なし  

漁港  該当なし  

海岸  該当なし  

防災林  該当なし  

上水道 ▽ 
詳細な被害の把握ができていないが住民の帰還意向に

従って井戸掘削の設計・工事を実施 
 

下水道（合併浄

化槽） 
▽ 詳細な被害の把握ができていない。  

農地・ 

農業用施設 
▽ 詳細な被害の把握ができていない。  

公共施設  該当なし  

医療福祉施設  該当なし  

文教施設  該当なし  

観光施設  該当なし  

住宅  該当なし  

除染 ▽ 
 村の特定帰還居住区域復興再生計画が申請された後、

特定帰還居住区域の除染を実施。 
未定 

廃棄物処理 ▽ 
村の特定帰還居住区域復興再生計画が申請された後、特

定帰還居住区域の廃棄物処理を実施。 
未定 

【凡例】◎：復旧済・機能回復済 、○：復旧中・建設中 、△：調査計画中、▽：未着手 、―：該当なし、被災なし  

様式３ 


